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 Each Feelings2014.08.02 in 広島駅南口エールエール地下広場

2014年 8月 2日（土）広島駅南口エールエール地下広場にて、ピースイベントを開催しました。
午前中は晴れていましたが、午後から雨が降り出し通行人も少ない１日となりました。

Each Feelingsが学生主体となり、今年で 2年目になります。会場設営時から手慣れた様子で準備を行い、
予定していた設営終了時刻より早めに終わらせることが出来ました。今年は、司会進行役として学生が

ステージに上がりました。イベント開始時刻まで他の学生と入念に最終確認をしてくれました。

15：00 ～ オープニングトーク

社会人代表：渡辺 由起子（左下写真右側）、学生代表：高木 佑希（左下写真左側）が司会進行を務めて

くれました。

15：15 ～ MIKU LUVE
広島県出身、現役大学生でシンガーソングライターのMIKUさん。
去年に引き続き、今年の Each Feelingsにも参加してくださいました。

15：40 ～ みんなでパズル！
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これは来場者参加型のイベントです。Each Feelings学生メンバーやアーティストの方と一緒にステージ
上でパズルを完成させてもらいました。このパズルも Each Feelings学生メンバーの手作りで、完成す
るとメッセージが書いてありました。また、この時間は、キャプテン：先本 佳菜子（左下写真左側）、

副キャプテン：大上 祐美（左下写真右側）が司会進行を務めてくれました。

16：15 ～ balconny LIVE
福岡県福岡市を中心に活動する「ポップス的」バンド。

MIKUさん同様、去年に引き続き、今年も Each Feelingsにも参加してくださいました。

16：35 ～ 今年の Each Feelingsの活動報告
宮島での清掃登山、7月に広島経済大学にて行われたイベントについてスライドショーを交えながら、
社会人：作間 葵（左下写真左側）がお話ししてくれました。

16：45 ～ みんなでクイズ！

Each Feelings学生メンバーが広島・平和に関するクイズを考え来場者にクイズ形式で出題しました。
回答者のところには玉城ちはるさんが自ら足を運び、参加賞を配る姿も見られました。問題の中には、

平和公園に外国から訪れた方に平和に対してどう思っているかインタビューを行い、その答えを当てる

という、テレビ番組さながらの出来栄えとなり、かなりの好評を頂きました。

また、他のインタビュー動画も見たい！という声も上がったため、Each Feelingsの公式ホームページに
てインタビュー動画を掲載しました。
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司会進行は、学生：飛田 有里紗（左下写真）、学生：友廣 和澄（右下写真）が務めてくれました。

17：10 ～ 玉城 ちはる LIVE・エンドトーク
Each Feelingsの発起人、玉城ちはる。インストゥルメンタルユニット「さらさ」の演奏で歌っていただ
きました。また、学生：辻 ひかる（右下写真左側）がコーラスとして参加しました。

最後は、Each Feelingsメンバーやアーティスト・関係者がステージの上がり、「幸せはここに 2014ver.」
を歌いました。去年も同じ曲を歌いましたが、「あなたが思う平和とは？」というテーマで歌詞を SNS
で募集し、今年用の歌詞に編集しました。

こうして、Each Feelings2014.08.02はあたたかい拍手の中、終幕しました。

また、当日は多くの作家さんの方々に出店していただきました。
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他にも同会場では、学生が企画した催し物も行いました。

 しおり作り

 手作りミサンガの販売

 ピースメッセージ

7月から Each Feelingsに参加してくれた、学生：日原 将（左下写真）がしっかり PRしてくれたおか
げで、来場者の平和の想いを書いてもらい「平和の木」を完成することが出来ました。

外国から来られた方も参加してくださり、とても有意義なものになりました。

当日は TSSの取材も来られて、キャプテンやメンバーが質疑応答しました。
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 その他ボランティア活動について

 土砂撤去作業

2014年 8月 20日に安佐南区・安佐北区で発生した土砂崩れのニュースを目にした私達は何か
出来ることはないか？と思い、各々で被災地へ行き土砂の撤去作業をすることにしました。

テレビで見る以上に現場は悲惨で、どこから手をつけていけば分からないような状況でした。

土は水分を多く含んで粘土のようになっていて、力仕事となりました。山のふもとに近づくに

つれ、コンクリートの道は全て壊されており、重機の入ることの出来ない地域などは全て手作

業で土砂の撤去になりました。現場では小学生から年配の方までが作業にあたっていました。

今現在でも、それぞれ時間を作り現場での作業に尽力しています。

 温井ダムでの草刈り

2014年 9月 4日、広島県山県群安芸太田町にある温井ダム周辺で草刈り作業を行いました。
9月 14日にしわいマラソンが開催されるということで、スタート・ゴール地点を中心的に作業
しました。
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 土砂撤去作業 2
2014年 9月 12日、玉城ちはると Each Feelingsメンバーが土砂の撤去作業を行ってきました。
この日行った場所は、ほとんどと言っていいほどしんどい場所ではありませんでした。

ですが、一緒に作業を行ったボランティアの方によると、ボランティアが減ってきているので

また来てくださいとお話ししてくださいました。

テレビなどでは、被害の大きかった安佐南区の緑井・八木地区の状況が多く報道されています。

しかし、その他の地域でもボランティアを必要としているところもあります。今後は、そうい

ったところにも目を配れるように活動していきたいです。


